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共
謀
罪
の
「
準
備
行
為
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

組
織
的
犯
罪
処
罰
法
改
正
案
第
六
条
の
二
第
一
項
の
罪
（
以
下
、
「
共
謀
罪
」
と
す
る
）
の
「
準
備
行
為
」
は
構
成
要
件

の
要
素
か
。

二

「
準
備
行
為
」
に
当
た
る
か
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
基
準
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
の
か
。

三

「
共
謀
罪
」
の
成
立
の
た
め
に
は
、
「
計
画
し
た
者
」
に
お
い
て
「
準
備
行
為
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
認
識
・

認
容
が
必
要
か
。

四

「
準
備
行
為
」
が
行
わ
れ
た
後
に
計
画
に
参
加
し
た
者
に
つ
い
て
、
同
人
が
計
画
に
参
加
し
た
後
に
更
な
る
「
準
備
行

為
」
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
同
人
に
「
共
謀
罪
」
は
成
立
し
う
る
か
。

五

「
共
謀
罪
」
の
容
疑
で
逮
捕
す
る
た
め
に
は
、
「
準
備
行
為
」
が
行
わ
れ
た
疑
い
が
あ
る
こ
と
は
必
要
か
。

六

自
白
の
補
強
法
則
（
憲
法
第
三
十
八
条
第
三
項
、
刑
事
訴
訟
法
第
三
百
十
九
条
第
二
項
）
と
の
関
係
で
、
次
の
点
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。

�

「
共
謀
罪
」
の
立
証
に
お
い
て
、
補
強
法
則
に
基
づ
き
、
自
白
以
外
の
証
拠
が
必
要
と
さ
れ
る
事
実
は
何
か
。
具
体
的

に
示
さ
れ
た
い
。

一



�

前
項
で
「
準
備
行
為
」
に
関
し
て
も
補
強
法
則
が
適
用
さ
れ
る
と
し
た
場
合
、
自
白
以
外
の
証
拠
が
必
要
と
さ
れ
る
の

は
、
関
係
場
所
の
下
見
な
ど
「
準
備
行
為
」
に
当
た
る
事
実
そ
の
も
の
に
限
ら
れ
る
の
か
。
も
し
く
は
、
当
該
行
為
が

「
計
画
に
基
づ
」
く
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
自
白
以
外
の
証
拠
が
必
要
と
さ
れ
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


